
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

産業観光交流部 産業政策課令和 2年 8月 25日

※以下 2毎i3月 31日
'見

在の内な です ^

2 法人等の概要

3 役員数
(単位 :人)

(単位 :人 )

1

株式会社 よしかわ杜氏の郷

代表取締役 土橋 均

プロパー  ■T市兼務  □ その他常.勤   ■ 非常勤

新潟県上越市吉川区杜氏の郷 1番地

平成 11年 3月 21日

82.6%184,150千 円

酒米の生産と地酒醸造による消費者との結び付きにより地域農業の発展、農家

所得の向上を図るため。

(J酒類の製造。販売
(2)道の駅よしかわ社氏の郷の管理運営
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5 事業実績 (概要 )

売上高は、80,666千 円となり、例年 (前々期)の年間売上との比較で 11,779千 円減 (12.7%

減)と なりました。新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受け、催事の中止や団体旅行

客の立ち寄りが減少したことから、当初の予定より約 8,400千円減少したことが主な要因で

す。

主力である酒造部門の売上高は、ホームペ_ジのリニューアルによるネット販売の強化や、

新潟県内の道の駅での取組強化等によリー部商品では売上の増加は見られたものの、全体と

しては例年 (前々期)と の比較で 6,094千円の減の 67,672千 円となりました。

また、全国新酒鑑評会に出品した「よしかわ杜氏」が入賞し、翌期以降の販路拡大に期待を

持てる結果となりました。

売店部門の売上高は、9,702千円となりました。前期に引き続き、観光会社への営業展開や

定期的なイベントを実施した結果、店舗利用者数では例年 (前々期)と 同程度の 9,907人 と

なりました。

販売費及び一般管理費は、旅費や人件費等の企面的な見直しを行い、例年 (前々期)と の比

較で 4,966千円減 (13%減)と なりました。

この結果、営業損失は 9,038千円、最終的な当期純損失は 5,265千円となり、5期連続の単

年度赤字を計上し、第 22期末の累積欠損金は 80,822千円となりました。

O 部門別売上高実績
(単位 :千円)

※ 第 21期 は、事業年度変更に伴い、9か月決算となつています。

※ その他の内訳は、市からの委託料や農産物販売所よしかわ四季菜の郷の管理料などです。

O 店舗利用状況
(単位 :人 )

67,67273,766 54,104酒造部門

9,7028,255売店部Fl 11,503

3 ０
る
∩
ｙ
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，3,6587,176

66680,66,01744592,

7 123 9,90710,820
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6 財務状況 (税抜 )
(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、

果と一致しない場合があります。

※ 第 21期は、事業年度変更に伴い、9か月決算となっています。

3

66,017 80,66692,445

40,298 56,o6464,386

25,719 24,00228,058

29,652 33 04038,005

△ 3,933 △ 9,038△ 9,947

4,0971,781 992

75 41 34

△ 2,982 △ 4,975△ 8,241

0 00

0 00

△ 2,982 △ 4,975△ 8,241

217 290290

△ 8,531 △ 3,199 △ 5,_265

123,250 117,179126,135

14,656 13,85014,342

108,594 103,328111,793

184,150 184,150184,150

△80,母22△ 72,357 △ 75,556

0 0 0

決算書及び計算結



平成29年度 平成 801年度
―
1令―和元年度― 備考

①
道の駅よしかわ杜氏の

郷管理業務委託料
3,237 3,287 3,292

計 3,237 3,287 3,292

7 市からの財政支出等
(1)委託額 (税込 ) (単位 :千円)

12)財政援助額 (税込) (単位 :千円)

8 今後の経営計画等
(1)次期事業計画

な し

4

!平成-29年声 1平成1中年度| 1令和弄年磨| riII:|1備 1考

① 補助金 (助成金 ) 296 241 30

上越市雪室商品等

開発支援事業補助金 (平

成 29、 30年度)

上越市製造業人材育成支

援事業補助金 (平成 30年

度、令和元年度)

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 296 241 30

第 23期は、売上高 55,000千 円、当期純利益 1,000千円の計上を目標とし、新型コロナウイル

スの感染予防のための新しい生活様式に対応するとともに、新たな顧客の獲得による新潟の地

酒、上越の地酒としてのブランドの確立を目指します。

(1)新たな需要を生んでいる日本酒消費への営業活動

・インターネット販売の日本酒新規需要店への営業活動

・巣籠もり需要増に対してのスーパーマーケット等への営業活動

121 店舗売上向上の推進

・付加価値の向上により来店客増、客単価増の施策

。日本酒だけでなく、地元特産品や特産物の販売

13)組織の活性化

・部署部門問わず横断的な仕事の共有による効率化

・徹底的なコス ト削減

・施設内外の衛生管理と整理整頓の実施

(劾 中長期経営計画



ぐ

9 経営状況の分析 B評価
(1)第ニセクター等の経営状況の分析 B評価のフロとチャー ト

※「第ニセクター等に対する関与方針」から抜粋

↓いいえ

↓帝ヽ えヽ

↓vヽいえ

イまい

→

イまヤヽ

→

イまい

→

債務超過に陥っている、又lま、資本金の 50%を超え
る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか

3期連続の赤字であるか

第ニセクター等評価

委員会に見解を求め

る

法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

現状|では、当言メタ法人の経営状況に問題 (課題)な し

経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行う

法人の経営の持統可能性に懸念がある

当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

債務超過に陥つている、又は、
資本金の 50.0/Oを超える累積欠損金がある

経営健全化の可能性について 第ヽニセクタ
ー等評価委員会に見解を求める

→ BからD評価の法人は121^

〃

【特記事項】      |        ′

5期連続で単年度赤字を計上し、第 22期末の累積欠損金は なo,822千円となり(資本金

184,150千円に対する比率は4&9%になりました。           ―
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(2)第ニセクター等評価委員会の分析・評価

(3)分析 日評価結果を受けての対応方針

■ 課題あり
□ 課題なし

【上記評価の理由】

① 売上の減収に歯止めがかかつておらず、赤字体質のままである。経営戦略やマーケティ
ング戦略を構築し売上及び販路を拡大する必要がある。

② 過去から比較すると原価率が大きく増えてきている。販売する商品によつて原価率は変
動するが、原価率の変動に柔軟に対応し、原価率をコントロールする必要がある。

【その他指摘事項等】

③ ライバル製品と比較した時の自社製品の差別化できるポイント、あるいは訴求ポイント
を明確にし、ポジショニングを築くべきである。

④ 他の第ニセクターの飲食・宿泊施設で、当社製品を取り扱ってもらつたらどうか。
⑤ 累積欠損金が増力日傾向であり、債務超過に陥る可能性がある。現時点から、民間事業者
への株式譲渡による民営化を検討してはどうか。

コロナ禍である現状を踏まえ、インターネット販売や地域住民への販売を強化し、不―

パーマーケット等の大型店舗への営業活動を行うとともに、新たな販路獲得に努める。

売れ筋商品を見極め、製造する商品の見直しを行い、材料費や労務費等を削減し、原価

率の抑制に努める。

会社の原点である、「良質な酒米」「清冽な酒造りに最適な水」「培われてきた伝統 (杜

氏)の技」による吉)||な らではの酒造り、酒文化の継承を目的に営業活動を行つていく。

現在、取引がある第ニセクターも含め、営業を強化する。

まずは、上記①から④の対応等による経営健全化の取組を進め、累積欠損金の圧縮を図

る。

①

②

③

④

⑤

。当社の設立目的を踏まえ、地域や他の株主などの関係者と協議をしながら、あらゆる方向

性を検討していく。
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第 22期 事業報告書

日本酒業界を取巻く状況は依然として厳しい状況にあり、特に新潟県
産酒には大き

な変化があつた2019-2020年 と言えます。新潟有名ブラ
ンド酒蔵が特約店制度を一部

廃止し、県内スーパーに一斉に並ぶ状況があり、中小
の酒蔵にとつて売上のベースで

あつたSM(スーパ~マーケット)・ GSM(総合スーパー)の売り場が有名酒蔵の商

品で埋められ、特約店として有名酒蔵を取扱つてきた酒販店にと
っても大きな混乱を

きたし、来店動機を失つてしまつた事は大きな変化と言えます。

そのような状況の中、第 22期におきまして次の施策を実行しました。新規
企画の

実施やホームページリニューアル、新潟県内道の駅で
の取組強化等によリー部では売

上の増力日は見られたものの、折からの景気後退による消費
の落込みから、当初計画し

た通りの成功とは言えず、例年の年間売上との封比では約
1,000万円の落込みとなり

ました。

取組内容は次のとおりです。

① 市生協・」A職員向けの組織団体
への新企画提案

② 市内外取引店舗への営業強化

③ 道の駅等試飲販売強化と催事でのプ
白モーションを通した販売促進

④ ホームページをリニューアルし、ネット販売
の強化

⑤ 海外への輸出の強化

⑥ デパート等ネットワークを活用した
マーケットの構築

⑦ 雪室仕込み9セ ント販売強化

① 大手通販サイトとの取引拡大

③ 観光酒蔵としての情報発信と近県旅行会社
へのセールス
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1督学生鮮撃謙祭棄瀧li!

第   22  期

平成 31 年

令和  2 年

月  1 日から

月 31 日まで

目

1.貸借対照表および損益計算書

2.休主資本等変動計算書

3.個別注記表

所 在 地 新潟県上越市吉川区社氏の郷 1番地

商  号 株式会社 よしかわ社氏の郷

澳 算 報 告 書
４

　

３

次

代表者名  代表買え締役 土橋 均



貸 借 対 照 表 `―

主し力lわ の郷 を代表取締役 土濡 均
令和 2年 3月 31口 現在

(単位 :円 ,

全 額目科金 額目科

債

金

回

長

定 負E
払翔 未

，

債
金
全

金

等
等
金

流

買

ｌ
未
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負
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人

費

受

法

消

格

と
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払
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21459,000
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合  計
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0(

(

△

80=
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80,

184,150,000
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81

814

Ⅱ評 価 ・ 換 算 差 額 等

Ⅲ新 株 予 約 権

の

資株

費

2,質 余本

I

1.
本

　

剰

本
金
　
金

資

主

3.利  益
(1)そ の 他
繰 越 利

金
金
金
余謗齢．

剰
艦
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相

会 計
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7,877,529
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５‐

３２
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食
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８

０
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具
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損 益 計 算 書
91午 L臼 お1ろ

つ
共 か わ の 制

(ユ l立 :日 ,

目科

8と ,586,88と
921,12と

37,720f578

13.384,446

8と ,586,88と

６

７

６

０

７

７

４

９

33,039,540..

4,096,825
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収
　
当
利
外

　
配
収
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損
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損

損

失
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り
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損
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憮式会辻 兵しかわ性氏′ノ)纂

販売費及び一般管理費の計算内訳 製 造 原 価 報 告 書

平成31年 1月  1日 から
令和 2年 9月 31日 事で   (革 l_才 :日 )

くl

(単位 :円 ,

た な 卸 資 産 の 内 訳

(単 l立 :円 )

0

縫

目科金目科

3,229,

439

,31

０９

００

８４

６３

鎚

５４

9

８５５
７６０
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５００
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‐眸本会社 |し |́十
フェ氏の糾

株 主資本等変動計算書 平成」1年  1月  [日 本ら

令和 2年 3月 31日 まで
(単舷 :田 ,

篭

I株 主 資
1.資  本

本
さ

当期ま残高

当新変動額

当期末アテ高

134,150,000
0

● :|■巌墓すお0,000

利

そ
繰

益 剰 余 金

の 他利益剰 余金

越 利 益 剤 余 金

当期ヨ残高

当期変動額

当期純損失

当翔末残高

-75,556,616

=51 2eO,198「
5,265,198

-80,821=811_

その他利益剰余金合計
当期吉残高

当翔変動額

当期純損失

当翔末デ党高

-75,558,616

■5.265.198! -5.265,198

-―――――――
 ~80.8211814

株 主 資 本 合 計
当期首残高

当期変動額

当舞純損失

当郷末
'安

高

108,593,384

―S.265.198

E 評価・ 換算差額等
当期首残高
当男!変動額

当期末残高

0

…      9

Ⅲ 新 株 予 約 権
当期首残高
当期変動額

当期末ア女高

0

|

の

当翔古残高

当翔変動領
当翔純損失

当期末残高
=5Ⅲ
265Ⅲ l,98

108,593,384
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昧式会社 ましかわ l上氏の斜
個 別 注 記 表

<l

I.重要な会計方針に係る事項に関する注記

1.たな卸女産の評価醤準及び評価方法
最終催入原価F_士による原価法を採用しております,

2.固定資産の減価償却方法
(1)有形固定費産

定率法又た旧定率″_■を採用しております。

ただし、平成 10年 1月 i日 以後||二駁得した逮勃 (F付属設備を除く)については旧定額とを採用しておりま

す。

(2)無形固定資産

定額桂を採用 しております。

ただし、自社利用のノフトタェアについては、社内における利用期間 (5年)に基づく定額法を採用し

ております。

(3)'―ス質産

法人税法の規定に基おくリース翔問定額法を採用しております。

3.消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は8と抜方式を採用 しております。

口,表示方法の変更に関する注記

1.科目の分割
「販売促進費」は、従来「広告宣伝費」,こ含めて処理しておりましたが二当期から区分して表示してお

ります。

田.賞借対照表等に関する注記

1。 有形固定資産の減価憐却累計領          152,039,752円

Ⅳ.株主資本等変動計算春に関する注記

1.発行済床式総数                    3.683休

V.―株当たり情報に関する注記

1.一株当たり純資産額は、28,055,44円 であります。

2.一抹当たり当翔純損失は、1,429.59円 であります。

以 上

0

縫
62442



監 査 報 告 書

第 22期決算監査の結果、貸借対照表、‐損益計算書および損失処理について、

いずれも適法かつ正確であることを議めます。

令和 2年 5月 28日

株式会社よしかわ杜氏の郷

監査役 劫 T
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第2号議案 第23期事業計画書及び収支計画書の件

第 23期事業計画書

1 事業方針
弊社は越後社氏、くびき杜氏の支流源の一つである『よしかわ社氏』が育んだ元

禄 4年から続く酒造りの歴史をもとに、地元よしかわ産《五百万石》《山田錦》の酒

米と、ブナ林の伏流水、よしかわ杜氏の技術等豊富な地域資源を有し、食文化にも

欠かせない日本酒を製造しています。

酒造業界においては若者を中心に日本酒離れが一層進み、食文化の変化、更には

2020年 3月 から新型コロナウイィレス感染症により経営状況は厳しい状況にあ`り、観

光来客数が激減し、終どきから景気の回復までには未だ先行きが見えない状況にあり

ます。

そのような中、《新たな生活様式》に紺応するとともに、新たな顧客を獲得による、

新潟の地酒、上越の地酒としてのブランド確立を目指します。

2 事業計画
儡)新たな需要を生んでいる日本酒消費への営業活動

① インターネット販売の日本酒新規需要店への営業活動

② 巣籠もり需要増に姑してのSM`GSMへの営業活動

12)店舗売上向上の推進

① 単なる観光客増よりは付加価値の向上により来店客増、客単価増の施策

② 日本酒だけでなく、地元特産品、特産物の販売や吉川特別支援高校の製作物

の販売

(3)組織の活性化

① 音[署部門問わず横断的な仕事の共有による効率化

② 徹底的なコスト削減

③ 施設内外の衛生管理と整理整頓の実施
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第23期事業収支計画書

(単位 :円 )

第23期計画 構成比 前年比

売上 55,000,000 100.0'l 68.2%

売上原価 29,000,000 52,7% 51.2%

売上総利益 26,000,000 47.3% 108.3%

販管費・一般管理費 25,000,000 45.5'` 75,7%

営業利益 1,000.000 1.8% -11.l γa

営業外収益 0 0.0,l 0.Oγ0

-20.1%

第22期実績 構成比
―

80,665,760 100`0%

56,664,020 70.2%

241001.740 29.8%

33,039,540 58.3%

△ 9,037,800. -11.2%

4,062,602 5,0%

△ 49975,198 -6.2%
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